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磁場中で測定した｡測定精度を上げるためにサンプル ･ホルダーにサファイヤの板 (15m X



























福 田 憲 司
<序 論>
擬一次元電気伝導体K｡.3Mo03は 180K以下で波数 2毎 (毎 はフェルミ波数)の電子密度
と静的なイオンの周期的変位をつくり金属から真性半導体になる｡電子密度とイオンの変位の
混成波を電荷密度波 (CI)W)とよぶ｡CDWは高電場で並進運動を開始する(しきい電場ET)｡
ET以下の電場での抵抗は電場, 温度が一定でもユニークに決まらず,温度ヒステリシス(図
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